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1.東京支社事務所移転について
当社は,下掛とより東京支社八重洲事務所を浜松町事務

所VL統合しましたo

化工機,環境装置および冷却塔の3事業部の営業活動を

よ1り円滑匠推進するため,従来八重洲と浜松町の2か所忙

分かれていた東京支社事務所を統合し,電話もダイヤ/レイ

ン化しました.ご高承のうえ今後とも一層のご愛顧をお願
い申し上げますo

記

(1)移転後業務開始日'83年12月19日(月)

(2)移転先住所 〒105東京都港区海岸1丁目9-18
国際浜松町ビル
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2.省エネルギ-型メタン発酵廃液処理装置の1

謝 号機受注

当社は, ■このほど長田産業株式会社(取締役社長 p長田孝

氏,資本金1,000方Fq;本社 兵庫県宍粟郡山崎町)より,
高濃度廃水処理装置｢ABCシ′ステム(固定床式メタン発

酵法)+ vLよる=場廃水処理設備の1号機一式を約4億円

で受注した｡

このシステムV=tよる廃水処理設備の建設はわが国では初

めてのもので'84年.7月忙建設が完了し,試運転終了後同

年10月忙引き渡す予定となっている.

同システムは, ABl)アクター(メタン発酵槽)の内部

FL_プチスチック製のメディアを充填してとれを嫌気性のバ

クテリアを付着させ,廃水を上向流で流してメタン発酵処

理する｡

今回受注のシステムの場合,わずか2日間の滞留時間で

廃水VL含まれている有機物の80%以上を分解除去できると
同時に,■発生するメタンガスを回収し七工場燃料として利

用できる省エネ型の高効率メタン発酵装置である｡

当社は, '83年から釆国セラニーズ社(化学薬品,.樹脂

の大手メ■r-カー)ゐ技術.に基づいて, ABCシ′ステムq)塞

置化を進めてきているが,昨年4月から長･田産業(秩)忙試

験装置を持ち込み,両社共同で処理効果,ガス回収などの

確認テ大トを行なっており,同システムによるメリッT.が

確零されたので正式契約するはこぴとなったものであるo

長田産業(秩)では, ′ト麦でん紛およぴ′J＼麦蛋白質を製造

する工程から有機物を平均8,000kg含む1日平均600m3の

廃水が排出され,この廃水を有効容量1,000 ⅠがのABリア

クターで処理,有機物の80%以上を分解除去し,処理水は

既設の活性汚泥処理装置で仕上げの処垣をし放流される｡

一方, 70%以上のメタyを含む消イヒガスは, 1日当り,

3,700 Nm8 (熱量にして重油換舞約2,700eに相当)が回収

できる｡

ガスは,脱硫の上ガスホ/レダー紅貯留して,乾煉機およ

ぴボイラの燃料として使用されるo

長田産業(樵)では,現在乾県機およびボイラの燃料とし

て液化ガスを利用しているが, ABリアククから発生する

ガスでほぼ100%代替えすることが可能Klなるというo

また, ABCシ′子テムーこよって

(1)乾燥機およびボイラ乾使用する燃料が廃水処理忙よ.ら
て自社で産出できる｡

(2)廃水処理R:要する電力が現在の%以下町筋減できる｡.

(3)余剰汚泥の.発生量が減少し,最終処分転要する費用

が,現在の1/i程度虹軽減され亭
などのメ.)ッ1･レこよって従来法である清隆汚泥処理設備忙

比べ年間約1億円寒度の経費節減が可能となり,建設責も
約3-4年で償却できるとして＼､る｡

当社ほ現在他のユーザ-ともABCシ′ステム適用のメT)

ワトについて共同研究を進めており,今後濃厚廃液をもつ
製薬,.発酵,石油化学,食品,紙パ/レプ工場などの各分野

の新設,増設,更新設備匠省エネ型廃水処理5,ステムとし

て横塩的忙拡販する方針であるo
※(ABCシ･ステム-Anaerobic Bio Contactシ′ステム)

3. Lわが国で初めて高圧ガス嘩送用大型タンクコ
ンテナを完成,納入

当革は,土のほどわが国で初めて庸温液化ガス用大型タ

ンクコンテナ(IMO-V匠該当) 2基を完成,ダイキンエ業

株式会社(取締役社長山田稔氏,資本金92億4, 135万円,

写真1 Cシ■ステム
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写真2 常温液化ガス用大型タンクコンテナ

本社大阪市)忙納入し,運輸大臣の危険物輸送に関する容

器i包装許可を取得した.

このタンクコンテナは,寸法8′×8′×20′,容量13,000e,

圧力23kg/cm2のもので,すでに危険物輸送を除く大型タ

ンクコ､ソテナとしての運輸省の型式承認,通産省の高圧ガ

ス取締法VL基づく高圧ガス容器証明,碗関の型式東認など

陸上海上複合一貫輸送上必要な各種の許可は取得してい

る｡

わが国では,高危険性液体用タンクコンテナ(IMO-Ⅰ),

低危険性液体用タンクコンテナ(IMO-ⅠⅠ)の海上タンクコ

･ソテナは,製作され使用されているが,
IMO-Ⅴ相当の高

圧ガス(常温液化ガス)用の海上大型ダンクコンテナR=つ

いては,このたび当社が,製作した冷凍機やルーム･クーラ

ーの冷媒などに使用されるフッ素系の液化ガスであるフロ

ンガス用が初めて使用されるものである｡

一般FL_IMO-Ⅴの海上タンクコンテナは,使用圧力が高

く,製作には高度な技術が要求されている.
わが国の場合,運輸省の許可の他に通産省の高圧ガス移

動容器製造所(事業所)としての認定も必要であり,外国

の場合は, ASME (アメリカ機械学会くtu”スタンプが必要

な場合もある｡当社は,日本の規格はもちろんASME規

袷,wLTよる場合も製作可能であり,あらゆるタンクコンテナ

を製作販売することができる｡

アメ･リカ,ヨーロッパでは, IMO-Ⅴのタンクコンテ

ナが多く利用されているが,わが国では液化ガス関係は

1, 000β以下の小容量のボンベまたほコンテナが利用されて

おり, 8′×8′×20′サイズの海上大型タンクコンテナは輸

入用として一部利用されている程度である｡

ダイキン工業(秩)では,東南アジアを中心に年間数千ト

ンのフロンガスの輸出を行なっており,その物流の効率化

をねらって,当社のタンクコンテナを採用したもので引き

続き′J＼型ボンベからの切り替えが計画されている･｡

これらのことから,今後高圧ガス(常温液化ガス)の海

陸一貫輸送について1回の輸送量が大きい大型タンクコン

テナが物流のコストダウン,ノ＼ンドl)ングの容易さなどか

らその利用が急増するものと期待している｡

当社は,このIMO-V2基を加えて,すでに100基の大型

タンクコンテナの製作納入の実績があり,現在IMO-Ⅴの

大型タンクコンテナ6基その他多数を受注し,製作中であ

る. IMO-Ⅰ, IMO-ⅠⅠ, IMO-Ⅴを含む輸出用,国内用合わ

せて約150基の引き合いがきておりタンクコンテナの販売

促進に注力し,一流通の合理化,コストダウンに貢献する計

画である｡

※ ( I MO一国際海事機構)

4.極低温用グラスチール機器の開発

当社は,このほど-200oCまでの極低温用グラスチ-ル

機器の開発に成功し,販売を開始した｡

近年,化学工業,医薬品工業における低温プロセスの進

歩に伴ない,低温環境ケ早さらされた装置の需要が急速忙増

大している｡当社も,低温用グラスチール機器としては,

すで忙-80oCまでの使用に対応できる体制にあったが,

最近,さらに低い温度でのグラスチ-ル機器の使用が,特

に医薬品関係で求められるようになり,このニーズR:応え

るべく,極低温用グラスチー/レ機器の開発を進めてきた｡

その結果,このたび-200oCまでの櫨低温に耐えるグラス

チール機器を完成させることができた｡

この転低温用グラスチ-)I,構器で,まず問題は,極低温

において起る材料の脆性破壊の問題から,オーステナイト

系ステンレス鋼を使用する必要があり,そのためステンレ

ス鋼にもライニングできるグラスの開発にあった.

ステシレス鋼にグラスライニングすることは,炭素鋼ケニ

グラスライニングするのと違い,熱膨較係数の差が大きい

ため完全なグラスライニングはできないとされていたが,

このたびの極低温用グラスの開発ケこよって,これが可能と

なった｡また,氏群巽のシ-]t,,ガスケッ1､なども極低温

用忙開発した特殊構造のものを使用している.

本来,グラスチ-ル機器は, (1)高耐食性で高強度(2)不

活性で金属イオンの汚染がない(3)非不着性で洗浄性にす

ぐれ,衛生的であるなどの特性を持っていることから,あ

らゆる分野でプロセス機器として使用されている｡

当社では,このグラスの特性をより高度なものVLするた

め長年にわたって研究,開発を進めてきた.すで紅耐酸性

を特に重視した最高級のグラス｢♯3100+,耐アルカリ性を

特に重視したグラス｢♯4300+,酸とア/レカ1)両方に使うこ

とでその特性を発揮するニュー･グラス｢♯5000+,耐衝撃

性に非常にすぐれ,耐食性は｢♯3100+と同専の結晶化グ J,
ラス｢ニュ-･ヌーセライ1-8000+など,それぞれの使用

に応じたグラスをそろえており,今回の極低温用グラスを

加えること粒より,あらゆる条件に対応できるフ)L'･ライ

ンアップ体制が整ったこと忙なる.これ忙よって,厳しい

条件下でのグラスチー/レ機器の使用範囲が一段と広がり･,

今後の需要が大い忙期待できるところとなっているo

(本稿7貢ご参照)

写真3 極低温用グラステール機器
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